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１． 組織の概要 

 

・事業者名及び代表者氏名 

 

  菱和電機株式会社 

代表取締役社長 田口 陽一 

 

・所在地 

 

本  社      ：東京都千代田区外神田 2-15-10 

岡谷営業所     ：長野県岡谷市山下町 1-14-15 

入間営業所     ：埼玉県入間市扇町屋 5-4-5 

東関東営業所        ：千葉県流山市南流山 5-14-10 

新潟営業所           ：新潟県長岡市西津町 1996-3 

FA ﾛﾎﾞｯﾄｼｽﾃﾑ事業部   ：長野県岡谷市神明町 2-6-5 

 

 

 

       

 

  

 

 

 

 

 

      

            

 

 

・事業の概要 

 

  FA 部品の専門商社 

 

・事業規模 

  

 本社 岡谷営業所 入間営業所 東関東営業所 新潟営業所 FA ﾛﾎﾞｯﾄｼｽﾃﾑ事業部 

従業員数 31 7 8 8 6 8 

延床面積 569 ㎡ 118 ㎡ 143 ㎡ 104 ㎡ 97 ㎡ 375 ㎡ 

 

２． 対象範囲 

 

 ・登録組織名：菱和電機株式会社 

 ・対象事業所：本社、岡谷営業所、入間営業所、東関東営業所、新潟営業所 

 ・対象外  ：FA ロボットシステム事業部（2024 年に拡大予定） 

・環境管理責任者氏名及び担当者連絡先 

 

 環境管理責任者：営業部  

 部長：寺島 剛   TEL：03-3251-1301／FAX：03-3251-1381 

   Ｅメール：terajima@ryowa-elec.co.jp 

 

 担当者：商品管理販売課 

三原 篤志  TEL：03-3251-2814／FAX：03-3257-1688  

    Ｅメール：mihara@ryowa-elec.co.jp 

 

  

  

 

mailto:terajima@ryowa-elec.co.jp
mailto:mihara@ryowa-elec.co.jp
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３． 実施体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 役割・責任・権限 

代表者 （社長） 

・環境経営方針の策定・見直し及び全従業員へ周知 

・環境経営システムの実施 

・環境経営システムの管理に必要な設備・費用・時間・人を用意 

・環境管理責任者を任命 

・経営における課題とチャンスの明確化 

環境管理責任者 

・環境経営システムを構築・運用する（社長からＥＡ２１の権限を委任） 

・実施体制の構築（組織図及び役割・責任・権限） 

・全社員へ環境経営システム運用の呼びかけ 

・教育・訓練の実施を指示 

・環境上の緊急事態への準備・対応 

・環境活動の取り組み結果を社長へ報告 

ＥＡ２１事務局 

・ＥＡ２１の推進（環境管理責任者の指示を受けて） 

・環境への負荷及び取組チェックを実施 

・環境関連法規等の取りまとめ表作成と遵守評価実施 

・環境活動レポートの作成 

・環境経営目標・環境経営実施計画書の作成 

・環境関連文書・記録の管理 

・環境経営目標及び環境計画の実施・確認・評価、達成状況の報告 

・環境活動におけるチェックリストの記録・運用管理 

・実施上の問題点の是正・予防処置実施 

総務部 ・外部環境情報の窓口（総務部） 

全社員 

(営業所含む） 

・環境経営方針を理解し、環境への取り組みの重要性を自覚 

・ＥＡ２１で決められた各自の役割を実施 

EA21 事務局 

 

 

環境管理責任者 寺島剛 

代表者 田口陽一 

総務部 

FA ﾛﾎﾞｯﾄｼｽﾃﾑ 

事業部 
新潟営業所 岡谷営業所 入間営業所 東関東営業所 

 

営業部 

本社 

EA２１対象範囲 

EA２１対象外 
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4．環境経営方針 
 

  環 境 経 営 方 針   

 

 

①基本理念 

  菱和電機は「ものづくりを元気にする」ことを目標としております。 

しかし、これまでの人類のあゆみの中で、利便性、経済性を優先した 

結果、多くの環境問題を引き起こしてきたこともあります。 

菱和電機ではＦＡ（ファクトリーオートメーション）を進めながら、環境

にも考慮した活動により、「ものづくりを元気にする」ことにチャレンジを

続けます。 

       

 ②基本方針 

・利便性、経済性のみを優先することなく、創意工夫やリサイクル使用をも

って環境を考慮した活動を優先する 

・計画的に行動計画の発案、実行、運用管理、改善を行い、より効果を求め

た活動を行う事により、継続的改善を進める。 

      

 ③行動指針 

  環境に関連した法規制を順守した上、以下の要求項目に取り組みます。 

・二酸化炭素排出量の削減 

 （適切な電力使用量の管理推進及びエコドライブの推進） 

・水使用量の削減 

・新規紙資源の使用削減とダンボールの再利用 

・環境対応製品の販売促進 

・エコキャップ活動の推進 

      

 ④環境経営方針の周知と公表 

  全社員、協力会社に環境経営方針を周知すると同時に、ホームページや会

社内など発信媒体に掲示、公開いたします。 

 

 

 制定日 2018 年 8 月 1 日 

                                                                               菱和電機株式会社 

                                                                                 代表取締役社長  

                                                                                        田口 陽一 
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５．環境経営目標・環境経営目標の実績 

５.1 中長期目標（全社） 

項目 各拠点 
2017 年度 

基準年度 
2020 年度 

※４ 

2021 年度 
2022 年度 

１．二酸化炭素排出量の

削減 

電気 
全社 82,762 △6％ △1％ △1％ 

（ｋWh) 

ガソリン（L） 全社 58,288 △6％ △1％ △1％ 

２．廃棄物排出量

の削減 

一般廃棄物

（kg） 

本社 5,700 △6％ △1％ △1％ 

岡谷、入

間、東関

東、新潟 

※1 

4,490 
△4％ △1％ △1％ 

産業廃棄物

（kg） 

本社 3,500 △6％ △1％ △1％ 

岡谷 
※1 

150 
△4％ △1％ △1％ 

３．水道水の削減（㎥） 全社 512 △4％ △6％ △1％ 

４．OA 用紙使用量の削減(kg) 全社 
※1 

1,167 
△2％ △4％ △1％ 

５．環境対応製品の販売

対象製品（台） 

LED 照明 本社 360 6% 8% 10% 

インバーター 岡谷、入

間、東関

東、新潟 

※３ 

2,273 
4% 6% 8% FR-D シリー

ズ※２ 

 

※1：基準年度は 2017 年度実績が無い為、2018 年度実績を採用し基準とする。 

※2：対象製品：岡谷・入間・新潟・東関東はインバーター（FR-D シリーズ）を採用。（新潟営業所のみ

FR-E820-0.1KEPA を追加。） 

※3：4 営業所（岡谷・入間・新潟・東関東）の環境対応製品を 2019 年度からインバーターへと変更し

た。2019 年度実績値を基準値とした。 

※4：2021 年度より 2018 年度～2020 年度の平均値を新基準値とし、目標値（△1％）を設定した。（環境

対応製品は除く） 

 



   

 

   

 

6 

５.2-1 1 年間運用結果（2021 年 8 月～2022 年 7 月）（全社） 

項目 各拠点 
2017 年度 

基準年度 
目標 1 年間実績 目標達成状況 

二酸化炭素

排出量 

(kg-CO2) 

１．二酸化炭素

排出量の削減 

電気 
全社 82,762 76,705 89,720 × 48,914 

（ｋWh) 

ガソリン（L） 全社 58,288 46,339 43,041 〇 99,856 

二酸化炭素排出量合計値(kg-CO2) 148,770 

２．廃棄物排

出量の削減 

一般廃棄物

（kg） 
全社 10,190 8,362 10,591 × - 

産業廃棄物

（kg） 
全社 3,650 3,705 1,775 〇 - 

３．水道水の削減（㎥） 全社 512 477 481 △ - 

４．OA 用紙使用量の削減(kg) 全社 
※1 

1,161 1,208 × - 
1,167 

５．環境対応製

品の販売対象製

品（台） 

LED 照明 本社 360 382  285 × - 

インバーター 岡谷、入

間、東関

東、新潟 

※３ 

2,364 1,545 × - FR-D シリーズ 

※２ 
2,273 

 

 
○目標達成 △目標未達成但し基準年比減 ×目標未達成 

※2020 年 9 月 23 日から KDDI へと本社のみ変更。 

※1：基準年度は 2017 年度実績が無い為、2018 年度実績を採用し基準とする。 

※2：対象製品：岡谷・入間・新潟・東関東はインバーター（FR-D シリーズ）を採用。（新潟営業所のみ FR-E820-

0.1KEPA を追加。） 

※3：4 営業所（岡谷・入間・新潟・東関東）の環境対応製品を 2019 年度からインバーターへと変更した。2019 年

度実績値を基準値とした。 
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５.2-2 1 年間運用結果（2021 年 8 月～2022 年 7 月）（本社） 

項目 
2017 年度 

目標 1 年間実績 目標達成状況 
二酸化炭素排出量 

基準年度 (kg-CO2) 

１．二酸化炭素

排出量の削減 

電気 
44,617 42,307 45,074 × 25,872 

（ｋWh) 

ガソリン（L） 27,311 18,649 14,349 〇 33,291 

二酸化炭素排出量合計値(kg-CO2) 59,163 

２．廃棄物排

出量の削減 

一般廃棄物

（kg） 
5,700 4,450 7,752 × - 

産業廃棄物

（kg） 
3,500 3,465 1,500 〇 - 

３．水道水の削減（㎥） 361 303 303 〇 - 

４．OA 用紙使用量の削減(kg) 
※1 

514 478 〇 - 
533 

５．環境対応製

品の販売対象製

品（台） 
LED 照明 360 382 285 × - 

・電気の CO2 排出係数は、H30 年 KDDI㈱の調整後排出係数 0.574-CO2/kＷh を使用しました。 

 

○目標達成 △目標未達成但し基準年比減 ×目標未達成 

 

※2020 年 9 月 23 日から KDDI へと電力会社を変更。 

※1：基準年度は 2017 年度実績が無い為、2018 年度実績を採用し基準とする。 
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５.2-3 1 年間運用結果（2021 年 8 月～2022 年 7 月）（岡谷） 

項目 

2017 年度 

目標 1 年間実績 目標達成状況 

二酸化炭素排出量 

基準年度 (kg-CO2) 

１．二酸化炭素

排出量の削減 

電気 

14,787 12,202 15,640 × 7,069 

（ｋWh) 

ガソリン（L） 10,324 8,447 12,224 × 28,360 

二酸化炭素排出量合計値(kg-CO2) 35,429 

２．廃棄物排

出量の削減 

一般廃棄物

（kg） 

※１ 

2243 
1,660 1,110 〇 - 

産業廃棄物

（kg） 

※１ 

150 
240 275 × - 

３．水道水の削減（㎥） 29 32 39 △ - 

４．OA 用紙使用量の削減(kg) 
※１ 

29 
195 236 × - 

５．環境対応製

品の販売対象製

品（台） 

インバーター： 

FR-D シリーズ 

※2 

※３ 

20 
21 2 × - 

・H30 年中部電力㈱の調整後排出係数 0.452kg-CO2/kＷh を使用しました。 

 

○目標達成 △目標未達成但し基準年比減 ×目標未達成 

※1：基準年度は 2017 年度実績が無い為、2018 年度実績を採用し基準とする。 

 

※2：対象製品：岡谷・入間・新潟・東関東はインバーター（FR-D シリーズ）を採用。（新潟営業所の

み FR-E820-0.1KEPA を追加。） 

※3：4営業所（岡谷・入間・新潟・東関東）の環境対応製品を 2019年度からインバーターへと変更し

た。2019 年度実績値を基準値とした。 
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５.2-4 1 年間運用結果（2021 年 8 月～2022 年 7 月）（入間） 

項目 

2017 年度 

目標 1 年間実績 目標達成状況 

二酸化炭素排出量 

基準年度 (kg-CO2) 

１．二酸化炭素

排出量の削減 

電気 

5,648 5,011 11,124 × 6,315 

（ｋWh) 

ガソリン（L） 7,421 6,987 6,071 〇 14,084 

二酸化炭素排出量合計値(kg-CO2) 20,399 

２．廃棄物排

出量の削減 

一般廃棄物（kg） 
※１ 

1,296 
1,385 1,015 〇 - 

産業廃棄物（kg） - - - - - 

３．水道水の削減（㎥） 33 35 41 △ - 

４．OA 用紙使用量の削減(kg) 
※１ 

173 
187 223 × - 

５．環境対応製

品の販売対象製

品（台） 

インバーター： 

FR-D シリーズ 

※2 

※３ 

1,977 
2,056 1,488 × - 

・電気のCO2排出係数は、9月までH30年東京電力㈱の調整後排出係数0.455kg-CO2/kＷh、10月以降H30年KDDIの調整後排出係数0.574kg-

CO2/kＷh を使用しました。 

 

○目標達成 △目標未達成但し基準年比減 ×目標未達成 

※1：基準年度は 2017 年度実績が無い為、2018 年度実績を採用し基準とする。 

 

※2：対象製品：岡谷・入間・新潟・東関東はインバーター（FR-D シリーズ）を採用。（新潟営業所の

み FR-E820-0.1KEPA を追加。） 

※3：4営業所（岡谷・入間・新潟・東関東）の環境対応製品を 2019年度からインバーターへと変更し

た。2019 年度実績値を基準値とした。 
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５.2-5 1年間運用結果（2021年8月～2022年7月）（東関東） 

項目 

2017年度 

目標 1年間実績 目標達成状況 

二酸化炭素排出量 

基準年度 (kg-CO2) 

１．二酸化炭素排出量の

削減 

電気 

5,347 5,820 7,087 × 3,958 

（ｋWh) 

ガソリン（L） 3,925 5,093 4,733 〇 10,981 

二酸化炭素排出量合計値(kg-CO2) 14,939 

２．廃棄物排出量の

削減 

一般廃棄物（kg） 
※１ 

336 
373 449 × - 

産業廃棄物（kg） - - - - - 

３．水道水の削減（㎥） 36 47 55 △ - 

４．OA用紙使用量の削減(kg) 
※１ 

123 
125 140 △ - 

５．環境対応製品の販売

対象製品（台） 

インバーター： 

FR-Dシリーズ 

※2 

※３ 

115 
120 38 × - 

・電気のCO2排出係数は、9月までH30年東京電力㈱の調整後排出係数0.455kg-CO2/kＷh、10月以降H30年KDDIの調整後排出係数0.574kg-CO2/kＷhを使用しま

した。 

 

○目標達成 △目標未達成但し基準年比減 ×目標未達成 

※1：基準年度は2017年度実績が無い為、2018年度実績を採用し基準とする。 

 

※2：対象製品：岡谷・入間・新潟・東関東はインバーター（FR-D シリーズ）を採用。（新潟営業所のみ FR-

E820-0.1KEPAを追加。） 

※3：4営業所（岡谷・入間・新潟・東関東）の環境対応製品を 2019年度からインバーターへと変更した。2019

年度実績値を基準値とした。 
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５.-2-6 1年間運用結果（2021年8月～2022年7月）（新潟） 

項目 

2017年度 

目標 1年間実績 目標達成状況 

二酸化炭素排出量 

基準年度 (kg-CO2) 

１．二酸化炭素排出量

の削減 

電気 

12,363 11,365 10,795 〇 5,700 

（ｋWh) 

ガソリン（L） 9,307 7,163 5,664 〇 13,140 

二酸化炭素排出量合計値(kg-CO2) 18,840 

２．廃棄物排出量

の削減 

一般廃棄物（kg） 
※１ 

617 
494 445 〇 - 

産業廃棄物（kg） - - - - - 

３．水道水の削減（㎥） 53 60 43 〇 - 

４．OA用紙使用量の削減(kg) 
※１ 

148 
140 131 〇 - 

５．環境対応製品の販

売対象製品（台） 

インバーター： 

FR-Dシリーズ 

※2 

※３ 

161 
167 17 × - 

・H30年東北電力㈱の調整後排出係数0.528kg-CO2/kＷhを使用しました。 

 

○目標達成 △目標未達成但し基準年比減 ×目標未達成 

※1：基準年度は2017年度実績が無い為、2018年度実績を採用し基準とする。 

 

※2：対象製品：岡谷・入間・新潟・東関東はインバーター（FR-D シリーズ）を採用。（新潟営業所のみ FR-

E820-0.1KEPAを追加。） 

※3：4営業所（岡谷・入間・新潟・東関東）の環境対応製品を 2019年度からインバーターへと変更した。2019

年度実績値を基準値とした。 
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６．環境経営計画・取組結果と評価、次年度の計画 

環境経営計画 取組結果 評価 次年度の計画 

1．二酸化炭素排出量削減（電気） 

①空調温度（夏25～27℃・冬20～23℃）

②ＰＣ省エネ設定（外出時はモニタの電源を

落とす）③不在時の消灯・使用場所付近のみ

点灯④エアコンフィルター洗浄（毎年12月） 

①全拠点とも意識して厳守で

きている。②継続的に実施で

きている。③使用していない

箇所はしっかりと消灯できて

いた。④継続的に実施でき

た。 

× 

電力をできる範囲で抑えて

いるが目標に届かなかっ

た。原因として、加湿器や

パネルヒーターの導入が原

因かと思われる。次年度は

無理のないように活動して

いく。 

２．二酸化炭素排出量削減（ガソリン） 

①急ブレーキ・急発進の抑制（エコドライブ

を心掛ける）②車両に無駄な荷物を積まな

い、荷物量制限③車両の定期点検実施（タイ

ヤの空気圧等） 

①継続的に実施できている。 

②継続的に実施できている。 

③継続的に実施できている。 

 
○ 

個々の努力により二酸化炭

素削減できた。次年度も継

続しアイドリングストップ

など実施していく。 

3．一般廃棄物の削減 

①分別の徹底②マイバック、マイカップ、マ

イ箸持参対応推進③出来る限り廃棄物を出さ

ない心掛け。 

①、②、③共継続的に実施で

きている。 

 × 

これ以上、削減は厳しいと

ころにきており下げ止まり

かと思われる。今後はなる

べく目標値に届くよう、実

施していく。 

4．産業廃棄物の削減 

①分別の徹底②紙書類の電子化③使える物は

社内でリサイクル化 

①継続的に実施できている。

②少しずつではあるが紙書類

のPDF化が進んでいる。③

タイムカードも電子化になり

少しずつではあるが、電子化

へと移行しつつある。 

〇 

今年度はあまり廃棄するも

のがなく社内でリサイクル

など出来ている為である。 

次年度も継続し実施してい

く。 

5．OA用紙使用量の削減 

①ムダな印刷・コピーを極力無くす②裏紙で

の再利用 

①、②共継続的に実施する。 

△ 

半導体不足により、既存で

はないお客様より見積、注

文などが来ている為、ＯＡ

用紙の使用量が増えてしま

ったのだと思われる。 

なるべくペーパーレスなど

を実施し少しでも減らして

いく。 

6．水道水の削減 

①水の無駄遣いを減らす（出しっぱなしにし

ない）②・節水シールの貼り付け 

①、②共に継続的に実施す

る。 × 

これ以上削減は難しいた

め、個々のできる範囲で水

の削減活動に取り組む。 

7．環境対応製品販売 

①環境対応製品の販売、促進。 

入間、岡谷、東関東、新潟は

LED照明からインバーター

へと対応製品を見直しは

2019年度を基準値とする。 

※本社は104台減。 

× 

コロナの原因もあり受注は

しているが、販売台数が減

少している。長期的に見て

いく必要がある。 

  

 
 評価：〇経営計画は概ね実施出来た。△実施したがまだ不十分。×計画通り実施出来なかった。 
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７．環境関連法規等の遵守状況の確認・評価の結果並びに違反、訴訟

等の有無 

 
当社に適用される主な環境関連法規等は以下の通りで、これらへの違反はありませんでした。 

なお、関係当局よりの違反等の指摘は、過去3年間ありませんでした。 

 

適用関連法規等 
適用される事項 

（事業活動、施設、物質等） 
遵守状況の確認・評価 

廃棄物処理法 廃プラスチック類の廃棄 委託業者へ連絡 

フロン排出抑制法 エアコン等のフロン漏洩確認 簡易点検、定期点検の実施 

家電リサイクル法 廃棄時引き渡し 発生なし 

消防法 防火管理者の選任、消防設備等の設置・維持 定期的に実施、消火器設置・維持 

 

８．環境美化活動の推進 

 当社は環境活動により注力する為、まず出来る事から始めようと社内周りの環境美化活動から始めました。 

月に１回から始めそれ以降はより一層、環境美化活動を取り組む予定です。 

 
 

９．代表者による全体評価と見直しの結果 
 2021年度も社員一丸となりエコアクション21を取り組めた。 

個々の意識はあるが、なかなか目標に達成できない項目があった。 

これ以上の削減は厳しく、下げ止まりと思われる箇所が見られる。 

来年度からは、無理のないように削減行動をしつつ目標値になるべく届くような活動をしていきたい。 

 

（以上） 


